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(57)【要約】
【課題】複数の構造体が組み合わされて構成された画像
形成装置において、各構造体に電力を供給する電源構造
体の電力供給能力の範囲内で各構造体を動作させる。
【解決手段】画像形成動作を行う交換可能な画像形成ユ
ニット１０および画像形成動作に関連した動作を行う構
造体（供給ユニット４０、排出ユニット５０、読み取り
ユニット６０、操作ユニット７０、増設供給ユニット８
０）が組み付けられることで画像形成ユニット１０およ
び構造体に電力を供給する電源ユニット３０は、画像形
成ユニット１０および構造体の合算消費電力が電源ユニ
ット３０の電力供給能力の範囲内に設定されるように画
像形成ユニット１０および構造体の動作を制御する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成動作を行う機能要素を有する画像形成構造体と、
　前記画像形成構造体での画像形成動作に関連した動作を行う構造体と、
　前記画像形成構造体および前記構造体が組み付けられることで当該画像形成構造体およ
び当該構造体に電力を供給する電源構造体と、
　前記画像形成構造体および前記構造体の合算消費電力が前記電源構造体の電力供給能力
の範囲内に設定されるように当該画像形成構造体および当該構造体の動作を制御する制御
手段と
を備えたことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する前記画像形成構造体および
前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記電源構造体の電力供給能力
との差分に応じて、当該画像形成構造体および当該構造体のプロセス速度を調整すること
を特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する前記画像形成構造体および
前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記電源構造体の電力供給能力
との差分に応じて、当該画像形成構造体に設けられた定着手段に設定する定着温度を調整
することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記画像形成構造体および前記構造体が前記電源構造体に組み付けら
れることにより、前記画像形成構造体および前記構造体各々の消費電力と前記画像形成構
造体および前記構造体でのプロセス速度との関係に関する情報を取得することを特徴とす
る請求項１記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記画像形成構造体が前記電源構造体に組み付けられることにより、
前記画像形成構造体の消費電力と前記画像形成構造体に設けられた定着手段での定着温度
との関係に関する情報を取得することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成構造体、前記構造体、前記電源構造体は、各々が画像形成装置の装置外観
の少なくとも一部を構成することを特徴とする請求項１乃至５何れか１項に記載の画像形
成装置。
【請求項７】
　画像形成動作を行う画像形成構造体と当該画像形成構造体での画像形成動作に関連した
動作を行う構造体とが組み付けられる枠体と、
　前記枠体に組み付けられた前記画像形成構造体および前記構造体に電力を供給する電力
供給部と、
　前記画像形成構造体および前記構造体の積算消費電力が前記電力供給部の電力供給能力
の範囲内に設定されるように当該画像形成構造体および当該構造体の動作を制御する制御
手段と
を備えたことを特徴とする制御構造体。
【請求項８】
　前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する前記画像形成構造体および
前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記電力供給部の電力供給能力
との差分に応じて、当該画像形成構造体および当該構造体のプロセス速度を調整すること
を特徴とする請求項７記載の制御構造体。
【請求項９】
　前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する前記画像形成構造体および
前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記電力供給部の電力供給能力
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との差分に応じて、当該画像形成構造体に設けられた定着手段に設定する定着温度を調整
することを特徴とする請求項７記載の制御構造体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置、および制御構造体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、従来の画像形成装置では大多数のユーザが最適な状態で使用できるよ
うに装置構成やアクセサリ構成などの商品性を想定して装置設計を行っているため、個々
のユーザの希望に柔軟に対応できる装置構成になっていなかったことに着目し、サブシス
テムおよびプラットフォームを交換可能とする技術が示されている。
　また、特許文献２では、１つの作像ユニットと１つの基体ユニットとの組合せを基本と
して作像ユニットを増設することにより適宜の画像記録装置を形成するために、１つの基
体ユニットに同じ種類の複数の作像ユニットを重ねて組み付ける技術が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１０２１８７号公報
【特許文献２】特開平４－１１８２７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数の構造体が組み合わされて構成された画像形成装置において、各構造体に電力を供
給する電源構造体の電力供給能力の範囲内で各構造体を動作させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、画像形成動作を行う機能要素を有する画像形成構造体と、前
記画像形成構造体での画像形成動作に関連した動作を行う構造体と、前記画像形成構造体
および前記構造体が組み付けられることで当該画像形成構造体および当該構造体に電力を
供給する電源構造体と、前記画像形成構造体および前記構造体の合算消費電力が前記電源
構造体の電力供給能力の範囲内に設定されるように当該画像形成構造体および当該構造体
の動作を制御する制御手段とを備えたことを特徴とする画像形成装置である。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する
前記画像形成構造体および前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記
電源構造体の電力供給能力との差分に応じて、当該画像形成構造体および当該構造体のプ
ロセス速度を調整することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置である。
　請求項３に記載の発明は、前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する
前記画像形成構造体および前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記
電源構造体の電力供給能力との差分に応じて、当該画像形成構造体に設けられた定着手段
に設定する定着温度を調整することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置である。
　請求項４に記載の発明は、前記制御手段は、前記画像形成構造体および前記構造体が前
記電源構造体に組み付けられることにより、前記画像形成構造体および前記構造体各々の
消費電力と前記画像形成構造体および前記構造体でのプロセス速度との関係に関する情報
を取得することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置である。
　請求項５に記載の発明は、前記制御手段は、前記画像形成構造体が前記電源構造体に組
み付けられることにより、前記画像形成構造体の消費電力と前記画像形成構造体に設けら
れた定着手段での定着温度との関係に関する情報を取得することを特徴とする請求項１記
載の画像形成装置である。
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　請求項６に記載の発明は、前記画像形成構造体、前記構造体、前記電源構造体は、各々
が画像形成装置の装置外観の少なくとも一部を構成することを特徴とする請求項１乃至５
何れか１項に記載の画像形成装置である。
【０００７】
　請求項７に記載の発明は、画像形成動作を行う画像形成構造体と当該画像形成構造体で
の画像形成動作に関連した動作を行う構造体とが組み付けられる枠体と、前記枠体に組み
付けられた前記画像形成構造体および前記構造体に電力を供給する電力供給部と、前記画
像形成構造体および前記構造体の積算消費電力が前記電力供給部の電力供給能力の範囲内
に設定されるように当該画像形成構造体および当該構造体の動作を制御する制御手段とを
備えたことを特徴とする制御構造体である。
【０００８】
　請求項８に記載の発明は、前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する
前記画像形成構造体および前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記
電力供給部の電力供給能力との差分に応じて、当該画像形成構造体および当該構造体のプ
ロセス速度を調整することを特徴とする請求項７記載の制御構造体である。
　請求項９に記載の発明は、前記制御手段は、画像形成命令を実行するに際して動作する
前記画像形成構造体および前記構造体の合算消費電力を算出し、当該合算消費電力と前記
電力供給部の電力供給能力との差分に応じて、当該画像形成構造体に設けられた定着手段
に設定する定着温度を調整することを特徴とする請求項７記載の制御構造体である。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１の発明によれば、複数の構造体に対し電力を供給する電源構造体の電力供給能
力の範囲内で各構造体を動作させることができる。
　請求項２の発明によれば、本発明を採用しない場合に比べ、画像品質を維持しながら画
像形成構造体および構造体の合算消費電力が電源構造体の電力供給能力の範囲内となるよ
うに抑えることができる。
　請求項３の発明によれば、本発明を採用しない場合に比べ、画像生産性を維持しながら
画像形成構造体および構造体の合算消費電力が電源構造体の電力供給能力の範囲内となる
ように抑えることができる。
　請求項４の発明によれば、各構造体での構成や設定状態の変更に対応させて、電源構造
体の電力供給能力の範囲内での各構造体に対する動作制御を行うことができる。
　請求項５の発明によれば、画像形成構造体に備えられた定着手段での構成や設定状態の
変更に対応させて、電源構造体の電力供給能力の範囲内での各構造体に対する動作制御を
行うことができる。
　請求項６の発明によれば、本発明を採用しない場合に比べ、画像形成装置を小型化する
ことができる。
【００１０】
　請求項７の発明によれば、複数の構造体に対し電力を供給する電源構造体の電力供給能
力の範囲内で各構造体を動作させることができる。
　請求項８の発明によれば、本発明を採用しない場合に比べ、画像品質を維持しながら画
像形成構造体および構造体の合算消費電力が電源構造体の電力供給能力の範囲内となるよ
うに抑えることができる。
　請求項９の発明によれば、本発明を採用しない場合に比べ、画像生産性を維持しながら
画像形成構造体および構造体の合算消費電力が電源構造体の電力供給能力の範囲内となる
ように抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本実施の形態が適用される画像形成装置の構成の一例を示した図である。
【図２】（ａ）、（ｂ）は、電源ユニットと、この電源ユニットに画像形成ユニットが組
み付けられた状態を説明するための図である。
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【図３】画像形成ユニットの外装天面に形成された排出トレイ構造を説明するための図で
ある。
【図４】読み取りユニットを備えていない、例えばプリンタ仕様として用いられる画像形
成装置の組み付け構造を説明するための図である。
【図５】読み取りユニットを備えた、例えば複写機やファクシミリ仕様として用いられる
画像形成装置の組み付け構造を説明するための図である。
【図６】電源ユニットと各構造体との接続を説明する図である。
【図７】電源ユニットの主制御部が電力供給部の電力供給能力の範囲内となるように実行
する各構造体に対する動作制御の内容を示すフローチャートの前半部分である。
【図８】電源ユニットの主制御部が電力供給部の電力供給能力の範囲内となるように実行
する各構造体に対する動作制御の内容を示すフローチャートの後半部分である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
＜画像形成装置の全体説明＞
　図１は、本実施の形態が適用される画像形成装置１の構成の一例を示した図である。図
１に示す画像形成装置１は、画像形成を行う機能要素を有する画像形成構造体の一例とし
ての画像形成ユニット１０と、各構造体に電力を供給し、また各構造体に関する制御機能
を有する電源構造体および制御構造体の一例としての電源ユニット３０とを備えている。
また、記録材である用紙を画像形成ユニット１０に向けて搬送する記録材搬送構造体の一
例としての供給ユニット４０と、画像形成後の用紙を搬送して排出する排出記録材搬送構
造体の一例としての排出ユニット５０とを備えている。更に、原稿を読み取る画像読み取
り構造体の一例としての読み取りユニット６０を備えている。また、所謂コントロールパ
ネルを有し使用者の操作入力を受け付ける使用者操作構造体の一例としての操作ユニット
７０を備えている。また更に、供給ユニット４０に増設可能に設けられ用紙を供給して搬
送する増設供給構造体の一例としての増設供給ユニット８０を備えている。これらの構造
体の一例である画像形成ユニット１０、電源ユニット３０、供給ユニット４０、排出ユニ
ット５０、読み取りユニット６０、操作ユニット７０、増設供給ユニット８０は、各々、
画像形成装置１の装置外観の少なくとも一部を形成している。図１に示す画像形成装置１
では、後述する図２に示すように、電源ユニット３０は画像形成ユニット１０の底面と、
図１の背面との２面で接触した状態で組み付けられている。
【００１３】
　これらの各ユニット（構造体）によって構成される画像形成装置１は、例えば電子写真
方式を用いた所謂タンデム型のデジタルカラープリンタ、デジタルカラー複写機、ファク
シミリ等として機能している。画像形成ユニット１０は、その画像形成を行う機能要素と
して、像保持体、露光手段、帯電手段、現像手段、用紙へ画像を転写する転写手段、転写
した画像を用紙へ定着させる定着手段を有している。
【００１４】
＜画像形成ユニット１０の説明＞
　画像形成ユニット１０は、画像形成装置１に組み込まれた際、画像形成装置１の装置外
観の一部を形成する。単体として独立取引の対象となり、独立取引の対象となっている外
観が、組み込まれた画像形成装置１の外観の一部をそのまま構成する。
　この画像形成ユニット１０は、例えば、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ
）、黒（Ｋ）の各色毎に設けられ画像形成を行う画像形成部の一例としての複数の画像形
成部２０（２０Ｙ,２０Ｍ,２０Ｃ,２０Ｋ）、例えば、電源ユニット３０から受信した画
像データに予め定めた画像処理を施す画像処理部１１、画像形成ユニット１０の動作を制
御する動作制御部１２を備えている。また、複数の画像形成部２０に対して各色毎の画像
データに基づく露光処理を行う露光手段の一例としてのレーザ露光器１３を備えている。
各々の画像形成部２０には、像保持体としての感光体ドラム２１、帯電手段の一例として
の帯電ロール２２、現像手段の一例としての現像器２３、ドラムクリーナ２４を備えてい
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る。この帯電ロール２２は、感光体ドラム２１の表面を予め定めた電位で一様に帯電する
。現像器２３は、画像形成部２０のそれぞれにおいて、例えば、各色トナーと磁性キャリ
アとからなる二成分現像剤を保持して、感光体ドラム２１上に形成された静電潜像を各色
トナーで現像する。ドラムクリーナ２４は、例えば板状部材を感光体ドラム２１表面に接
触させて、感光体ドラム２１上に付着したトナーや紙粉等を除去する。
【００１５】
　また、画像形成ユニット１０には、各画像形成部２０それぞれに配置された感光体ドラ
ム２１を露光する露光手段の一例としてのレーザ露光器１３が設けられている。レーザ露
光器１３は、各色毎の画像データを画像処理部１１から取得し、取得した画像データに基
づいて点灯制御されたレーザ光により、各画像形成部２０の感光体ドラム２１をそれぞれ
走査露光する。さらに、各画像形成部２０の感光体ドラム２１と接触しながら移動して用
紙を搬送する用紙搬送ベルト１４が配置されている。用紙搬送ベルト１４は、用紙を静電
吸着するフィルム状の無端ベルトで形成されている。そして、用紙搬送ベルト１４の内側
であって各感光体ドラム２１と対向する位置には、それぞれ転写手段の一例としての転写
ロール１５が配置されている。転写ロール１５は、感光体ドラム２１との間に転写電界を
形成し、用紙上に、各画像形成部２０で形成された各色トナー像を順次転写する。さらに
、用紙搬送ベルト１４の用紙搬送方向の下流側には、用紙上の未定着トナー像に対して熱
および圧力による定着処理を施す定着手段の一例としての定着器１６が設けられている。
【００１６】
　これらの機能要素を有する画像形成ユニット１０は、画像形成ユニット１０単体として
交換可能に構成される。何れかの画像形成部２０にて、例えば現像器２３に供給されるト
ナーが消費されて画像が形成できなくなった場合等には、画像形成ユニット１０を引き抜
いて取り外し、例えば新品の画像形成ユニット１０がこの画像形成ユニット１０のまま組
み付けられることで、画像形成ユニット１０が交換される。
【００１７】
　そして、図１に示す例では、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、黒（Ｋ
）の４つの画像形成部２０Ｙ,２０Ｍ,２０Ｃ,２０Ｋを備えていたが、更に所謂コーポレ
ートカラーなどの特色を印刷するための画像形成部２０を加えて５つの画像形成部２０を
設ける形態もある。また、黒（Ｋ）についての機能を強化するために、黒（Ｋ）のエンジ
ンを２つ備え、全体で５つの画像形成部２０を構成する形態もある。更に、多色ではなく
、単色に対応した形態とすることもある。かかる場合には、画像形成部２０の数が単体（
例えば、画像形成部２０Ｋのみ）となる場合もある。そして、これらを構成する画像形成
ユニット１０を交換ユニットとして準備する形態もある。更には、画像形成ユニット１０
として、画像処理部１１および動作制御部１２を有さない、または画像処理部１１および
動作制御部１２の何れか一方だけを有している形態を採用することもできる。
　なお、画像形成装置１において画像形成構造体として如何なる形態の画像形成ユニット
１０が組み込まれても、電源ユニット３０は組み込まれた画像形成ユニット１０に対応し
て動作する。それにより、電源ユニット３０は如何なる形態の画像形成ユニット１０にも
共通して使用される。
【００１８】
＜電源ユニット３０の説明＞
　電源ユニット３０は、その主たる機能を実現する機能部として、各構造体（画像形成ユ
ニット１０、供給ユニット４０、排出ユニット５０、読み取りユニット６０、操作ユニッ
ト７０、増設供給ユニット８０）に対して電力を供給する電力供給手段の一例としての電
力供給部を備えている（後段の図６参照）。電源ユニット３０の外観構成については、後
述する図２（ａ）に詳細に示している。電源ユニット３０では、電力供給部が商用電源か
ら例えば交流１００Ｖを受け取って予め定めた電圧の電力を生成し、各構造体（各ユニッ
ト）の駆動系や動作系へ電力を供給する。そのために、例えば感光体ドラム２１等の回転
駆動のための低電圧電力（例えば、２４Ｖ）を生成する低電圧供給部や、高電圧電力（数
ＫＶ）を生成する高電圧供給部（後段図６参照）を備えている。各構造体に対しては、接
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続手段の一例であるコネクタ（後段図２参照）を介して電力を供給する。配線手段は、例
えば、各構造体が電源ユニット３０に組み付けられることで、各構造体と電源ユニット３
０とが電気的に接続されるように構成される。
【００１９】
　また、電源ユニット３０は、画像形成装置１全体の動作や各構造体へ供給する電力を制
御する制御手段の一例としての主制御部（後段の図６参照）を備えている。主制御部は、
例えば図示しないパーソナルコンピュータ（ＰＣ）や読み取りユニット６０から取得した
画像データの編集や蓄積、画像形成ユニット１０へ受け渡す画像データに対する画像処理
も行う。尚、上述したように、画像形成ユニット１０にて画像処理部１１や動作制御部１
２を設けない場合には、画像形成ユニット１０にて制限（排除）したこれらの機能は電源
ユニット３０に備えられることとなる。
【００２０】
　さらに、電源ユニット３０は、画像形成ユニット１０の各機構部材を駆動する駆動モー
タなどの駆動源を備えている。即ち、画像形成ユニット１０には各種駆動源は備えられて
いない。そして、電源ユニット３０に画像形成ユニット１０が組み付けられることで、電
源ユニット３０の駆動源と画像形成ユニット１０の各機構部材とが機械的に連結される。
例えば、各感光体ドラム２１や各感光体ドラム２１周りの機構部材に合わせ、ボールジョ
イントなどの機構を用いた継手であるカップリングを用いて電源ユニット３０の駆動源と
連結する。また用紙搬送ベルト１４、用紙搬送のための各種搬送ロールなどの駆動位置に
合わせ、個々に、または幾つかの機構を集約させてカップリングを用いて電源ユニット３
０の駆動源と連結する。このようにして、画像形成ユニット１０に例えば駆動源が備えら
れないことから、交換可能な画像形成ユニット１０の構成部品の数が低減される。
【００２１】
　更に、本実施の形態において、電源ユニット３０は、画像形成装置１の装置外観の一部
を形成している。また、電源ユニット３０は、供給ユニット４０、排出ユニット５０、読
み取りユニット６０を組み付ける際の基準構造体となる。また、画像形成ユニット１０を
組み付ける際の基準構造体とすることができる。後述するように、図１に示す操作ユニッ
ト７０は読み取りユニット６０に取り付けられているが、例えば読み取りユニット６０を
備えない場合には、電源ユニット３０に操作ユニット７０が取り付けられる（後段図４参
照）。尚、電源ユニット３０の更なる構成例については、後段の図２の説明の中でも詳述
する。
【００２２】
＜供給ユニット４０の説明＞
　供給ユニット４０は、画像形成ユニット１０に向けて用紙を搬送する。図１に示す例で
は、電源ユニット３０の外側底面に接触し、画像形成ユニット１０の一側から画像形成ユ
ニット１０に向けて用紙を搬送する。供給ユニット４０は、この給紙と捌きと搬送のため
の各種ロール類等を備えている。そして、供給ユニット４０は、画像形成装置１として組
み込まれた際に、画像形成装置１の装置外観の一部を形成するとともに、図１に示すよう
に、画像形成ユニット１０の少なくとも一方の側面に接触し、画像形成ユニット１０のこ
の一方の側面を覆うように配置される。但し、必要な機構部分だけを構成するのであれば
、この一方の側面の全面を覆わず、例えば略中央部程度までの高さ等、一部だけに接触さ
せることもできる。供給ユニット４０は、記録材である用紙を収容する用紙収容部４１と
、この用紙収容部４１から繰り出された用紙を画像形成ユニット１０に向けて搬送するた
めの搬送路４２とが設けられている。画像形成ユニット１０が画像形成装置１に組み込ま
れた際、搬送路４２から連続する供給ユニット４０の用紙排出口は、画像形成ユニット１
０の用紙受入口と位置合わせがなされ、搬送のための経路が連結される。
【００２３】
＜排出ユニット５０の説明＞
　排出ユニット５０は、画像形成ユニット１０にて画像が形成された用紙を受け入れ、排
出口５５に向けて用紙を搬送する。排出ユニット５０は、画像形成装置１として組み込ま
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れた際に、画像形成装置１の装置外観の一部を形成するとともに、図１に示すように、画
像形成ユニット１０の他方（供給ユニット４０側を一方とした場合）の側面に接触し、画
像形成ユニット１０のこの他方の側面を覆うように配置される。即ち、画像形成ユニット
１０の他方の側面にて下方から上方に延びる筐体構造を有している。この排出ユニット５
０は、画像形成ユニット１０にて画像が形成された用紙を搬送する搬送路５１と、この搬
送路５１に設けられて用紙を搬送する複数組の搬送ロール５２が設けられている。また、
画像形成ユニット１０にて画像が印刷された用紙を排出する排出口５５と、この排出口５
５から用紙を勢いよく排出するための排出ロール５３とが設けられている。本実施の形態
では、画像形成ユニット１０の筐体構造の上方（天面）が、排出された用紙を積載する排
出トレイとなっている。
【００２４】
＜読み取りユニット６０の説明＞
　読み取りユニット６０は、例えばシート材などの原稿に存在する画像を読み取る画像読
み取り装置として機能する。読み取りユニット６０は、画像形成装置１に組み込まれた際
に、画像形成装置１の装置外観の一部を形成する。この読み取りユニット６０が増設され
るシステム構成では、読み取りユニット６０の一部に操作ユニット７０が取り付けられる
。読み取りユニット６０として、シート状の原稿を搬送する原稿搬送装置を備える構成を
備えることができる。また、本などの厚みのある原稿を平面上のガラス（プラテンガラス
）に置き、読み取り部やランプ、ミラーなどを走査させるスキャン構造を採用したり、こ
のスキャン構造を備えず、シート原稿移動型だけの読み取り装置とした構成を採用するこ
ともできる。読み取りユニット６０は、例えば、支持部材６１を介して電源ユニット３０
に支持されて固定され、また、排出ユニット５０にも支持される。そして、画像形成ユニ
ット１０の天面に設けられた排出トレイ部の空間を保ち、ユーザ（使用者）の手が入るな
ど、その操作性を阻害しない位置に配置される。また、画像形成ユニット１０の交換作業
などを行う際にも、ユーザ（使用者）が画像形成ユニット１０の天面を持って作業するこ
とができる位置に配置されている。
【００２５】
＜操作ユニット７０の説明＞
　操作ユニット７０は、画像形成装置１に組み込まれた際に、画像形成装置１の装置外観
の一部を形成する。読み取りユニット６０が画像形成装置１に組み込まれる装置構成の場
合には、読み取りユニット６０に取り付けられ、または埋め込まれる。読み取りユニット
６０が組み込まれない装置構成の場合には、例えば、電源ユニット３０に組み込まれる。
【００２６】
＜増設供給ユニット８０の説明＞
　増設供給ユニット８０は、画像形成装置１に組み込まれた際、画像形成装置１の装置外
観の一部を形成する。図１に示す例では、供給ユニット４０の底面に接触し、画像形成装
置１の底面と、その底面に続く画像形成装置１の側面の装置外観を形成している。この増
設供給ユニット８０は、記録材である用紙を収容する用紙収容部８１と、この用紙収容部
８１から繰り出された用紙を供給ユニット４０に向けて搬送するための搬送路８２とが設
けられている。また増設供給ユニット８０は、この給紙と捌きと搬送のための各種ロール
類等を備えている。供給ユニット４０には、増設供給ユニット８０から供給される用紙を
受け入れる用紙受入口と、この用紙を搬送するためのスリット状の搬送経路が設けられて
いる。用紙収容部８１から繰り出された用紙は、搬送路８２と、供給ユニット４０のスリ
ット状の搬送経路、搬送路４２を経由し、画像形成ユニット１０に向けて供給される。
【００２７】
＜各構造体に共通した構成の説明＞
　また、各構造体（画像形成ユニット１０、供給ユニット４０、排出ユニット５０、読み
取りユニット６０、操作ユニット７０、増設供給ユニット８０）は、電源ユニット３０と
の間で電力および電気信号の伝送経路を形成する接続手段を備えている。さらに、各構造
体は、各構造体それぞれに関する各種情報（例えば、構造体の種類、構造体における設定
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や構成等に関する情報）を記憶する記憶手段を備えている。そして、各構造体が電源ユニ
ット３０に組み込まれた際に、各構造体と電源ユニット３０とは接続手段により電気的に
接続され、電源ユニット３０からの電力および相互間での電気信号の伝送が可能となる。
またそれにより、各構造体に備えられた記憶手段は、電源ユニット３０に備えられた主制
御部と接続される。それによって、主制御部は各構造体の記憶手段から各構造体それぞれ
に関する各種情報を取得して、各構造体の動作を制御するに際しての動作パラメータを設
定する。また、主制御部は各構造体に供給する電力量を調整する。
　なお、記憶手段は、例えばフラッシュメモリ等の不揮発性メモリ等で構成される。
【００２８】
＜各構造体の外観構成と組み立て例の説明＞
　次に、各構造体の組み立て構成について説明する。
　図２（ａ）、（ｂ）は、電源ユニット３０と、この電源ユニット３０に画像形成ユニッ
ト１０が組み付けられた状態を説明するための図である。図２（ａ）は電源ユニット３０
の外観を示し、図２（ｂ）は電源ユニット３０に画像形成ユニット１０が組み付けられた
状態を示している。
【００２９】
　図２（ａ）に示すように、電源ユニット３０は、枠体として、内側縦面３０ａ、内側底
面３０ｂ、天面３０ｃ、一方側面（右側面）３０ｄ、他方側面（左側面）３０ｅ、外側底
面３０ｆ、一方面（前面）３０ｇ、他方面（後面）３０ｈを有し、その筐体構造に、連結
される各構造体との連結機構を備えている。より詳しくは、電源ユニット３０の内側縦面
３０ａに、画像形成ユニット１０に向けて駆動力を伝達する駆動伝達機構３１と、画像形
成ユニット１０との電力および電気信号の伝送経路を形成する接続手段の一例としてのコ
ネクタ３７とを備えている。また、内側底面３０ｂに、装着される画像形成ユニット１０
の機械的結合を行うラッチ構造３３を有し、一方面（前面）３０ｇに、ラッチ構造３３の
解除を行うラッチ解除機構としてのラッチボタン３４を有している。また、内側底面３０
ｂには、画像形成ユニット１０を滑り移動（スライド）させながら画像形成装置１に組み
込むためのレール機構などの滑り移動構造機構３８が設けられている。
【００３０】
　電源ユニット３０の天面３０ｃには、読み取りユニット６０または操作ユニット７０と
の電力および電気信号の伝達を行う接続部３５を有している。図２（ａ）では、この接続
部３５に、操作ユニット７０が組み込まれている。更に、電源ユニット３０の一方側面（
右側面）３０ｄには供給ユニット４０との電力および電気信号の伝達を行うコネクタ３６
が設けられ、他方側面（左側面）３０ｅには排出ユニット５０との電力および電気信号の
伝達を行うコネクタ３９が設けられている。
【００３１】
　図２（ｂ）に示すように、画像形成ユニット１０は電源ユニット３０と結合し、画像形
成装置１に装着される。画像形成ユニット１０は、底面に、電源ユニット３０の滑り移動
構造機構３８に対応して設けられ画像形成ユニット１０の滑り移動（スライド）を可能と
するレール機構である移動機構１９が設けられている。また、画像形成ユニット１０の底
面に、電源ユニット３０のラッチ構造３３に対応して設けられ、滑り移動（スライド）す
るラッチ凹部２５を有している。このラッチ凹部２５は、画像形成ユニット１０のラッチ
構造３３を用いた位置決め固定を行う。
【００３２】
　また、画像形成ユニット１０は、その筐体の一側面（一側面）に、供給ユニット４０の
用紙排出口に対峙し用紙排出口の位置に対応して設けられ供給ユニット４０からの用紙を
受け入れる用紙受入口１７を有している。また、画像形成ユニット１０は、その筐体の他
方の側面（他側面）に、排出ユニット５０の用紙受入口に対峙し用紙受入口の位置に対応
して設けられ排出ユニット５０に向けて用紙を排出する用紙排出口１８を有している。更
に、画像形成ユニット１０は、組み付け方向（矢印Ｓ方向）に滑り移動（スライド）し電
源ユニット３０に組み付けられた際、電源ユニット３０の内側縦面３０ａに対峙する側（
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裏面側）に、電源ユニット３０の駆動伝達機構３１と連結する伝達機構２６と、電源ユニ
ット３０のコネクタ３７と連結する接続手段の一例としてのコネクタ２７とを有している
。
【００３３】
　図３は、画像形成ユニット１０の外装天面に形成された排出トレイ構造を説明するため
の図である。画像形成ユニット１０の外装天面には、図１にて説明した排出ユニット５０
の排出口５５から排出される用紙の排出方向と同方向に、リブ２８が設けられている。ま
た、外装天面の中央部、または、画像形成ユニット１０を持ち上げたときに画像形成ユニ
ット１０の傾きが組み付け作業に支障とならない位置（例えば重心箇所）に、持ち上げ部
の一例としての取っ手２９が形成されている。この取っ手２９は、排出される用紙の搬送
に支障とならないように、例えば外装天面の凹部として形成される。この取っ手２９は、
外装天面の曲面形状を利用し、使用者（ユーザ）の指を引っかけるための引っ掛け部２９
ａが形成されている。尚、取っ手２９の構成としては、収納可能な飛び出し形状とし、画
像形成ユニット１０の挿入・取り出し作業時には筐体から突出させ、用紙排出時には突出
した部位を収納するような構造とすることもできる。
【００３４】
＜プリンタ仕様の組み付け構造＞
　図４は、読み取りユニット６０を備えていない、例えばプリンタ仕様として用いられる
画像形成装置１の組み付け構造を説明するための図である。図４に示すように、電源ユニ
ット３０、供給ユニット４０、および排出ユニット５０が組み付けられており、この状態
では画像形成ユニット１０は組み付けられていない。そして、電源ユニット３０、供給ユ
ニット４０、および排出ユニット５０が組み付けられている状態で、画像形成ユニット１
０を図の組み付け方向（矢印Ｓ方向）に滑り移動（スライド）させることで、画像形成ユ
ニット１０を画像形成装置１に組み付けることが可能である。
【００３５】
　供給ユニット４０の組み付けについて説明する。
　図２（ａ）に示した電源ユニット３０の一方側面（右側面）３０ｄに供給ユニット４０
の内側縦面４０ａ（図４参照）が接触し、また、電源ユニット３０の外側底面３０ｆ（図
２（ａ）参照）に供給ユニット４０の内側底面（図示せず）が接触する状態で、供給ユニ
ット４０を電源ユニット３０に組み付ける。両者の固定には、例えばネジやラッチ機構（
図示せず）を用いることができる。また、供給ユニット４０の組み付けに際し、電源ユニ
ット３０のコネクタ３６（図２（ａ）参照）に供給ユニット４０のコネクタ４５（図４参
照）が連結し、電源ユニット３０から供給ユニット４０に対して、電力の供給と、これら
の間の電気信号の伝達が可能となる。尚、供給ユニット４０は、図４に示す画像形成装置
１の例では、画像形成装置１の一方側面、前面（画像形成ユニット１０の組み込み方向）
の一部、この前面とは反対面となる背面の一部、上面の一部、および底面の装置外観を形
成している。
【００３６】
　排出ユニット５０の組み付けについて説明する。
　図２（ａ）に示した電源ユニット３０の他方側面（左側面）３０ｅおよび天面３０ｃの
一部に排出ユニット５０の内側縦面５０ａ（図４参照）が接触する状態で、排出ユニット
５０が電源ユニット３０に組み付けられる。固定には、例えばネジやラッチ機構（図示せ
ず）を用いることができる。また、排出ユニット５０の組み付けに際し、電源ユニット３
０のコネクタ３９（図２（ａ）参照）に排出ユニット５０のコネクタ５６（図４参照）が
連結し、電源ユニット３０から排出ユニット５０に対して、電力の供給と、これらの間の
電気信号の伝達が可能となる。尚、排出ユニット５０は、図４に示す画像形成装置１の例
では、画像形成装置１の他方側面、前面（画像形成ユニット１０の組み込み方向）の一部
、この前面とは反対面となる背面の一部、および上面の一部の装置外観を形成している。
【００３７】
　図４に示すように読み取りユニット６０が組み付けられない態様では、操作ユニット７
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０は、電源ユニット３０の接続部３５に挿入されて用いられる。図５にて説明する読み取
りユニット６０が組み付けられる態様では、操作ユニット７０が電源ユニット３０から取
り外され、接続部３５に読み取りユニット６０の一部である支持部材６１が挿入されて、
電源ユニット３０と読み取りユニット６０との電力および電気信号の伝達が行われる。
【００３８】
　上記のようにして電源ユニット３０、供給ユニット４０、および排出ユニット５０が組
み付けられた状態にて、それらの構造体によって形成される空間に（図４参照）、画像形
成ユニット１０が組み付けられる。画像形成ユニット１０は、取っ手２９（図３参照）に
よって持ち上げられ、電源ユニット３０の滑り移動構造機構３８（図２参照）に案内され
て、使用者（ユーザ）が画像形成ユニット１０の前面１０ａを押すことで、この空間に挿
入される。挿入により組み付け位置まで到達すると、図２に示すように、電源ユニット３
０のラッチ構造３３が画像形成ユニット１０のラッチ凹部２５に嵌めこまれ、ラッチ動作
によって画像形成ユニット１０が固定される。
【００３９】
　この画像形成ユニット１０の組み付けによって、図４に示す画像形成ユニット１０の裏
面１０ｂが電源ユニット３０の内側縦面３０ａに接触し固定される。それにより、裏面１
０ｂに設けられて電源ユニット３０との電力および電気信号の伝送経路を形成する接続手
段の一例としてのコネクタ２７が電源ユニット３０のコネクタ３７と連結する。また、一
方側面１０ｃが供給ユニット４０の内側縦面４０ａに接触して固定される。さらに、画像
形成ユニット１０の他方側面１０ｄと天面１０ｅの一部とが排出ユニット５０の内側縦面
５０ａに接触し、底面１０ｆが電源ユニット３０の内側底面３０ｂに接触して固定される
。このように、画像形成ユニット１０は、組み付けられた際、図４の例では５面方向、即
ち、少なくとも３面方向にて接触していることとなる。図２（ｂ）に示すように２面方向
では固定状態が安定的ではないのに対し、図４の形態では、少なくとも３面方向の安定的
な固定状態を維持している。
【００４０】
　また、画像形成ユニット１０が組み付けられた際、画像形成ユニット１０の用紙受入口
１７は供給ユニット４０の用紙排出口４４と対峙する。また、画像形成ユニット１０の用
紙排出口１８は排出ユニット５０の用紙受入口５４に対峙する。このようにして、供給ユ
ニット４０から画像形成ユニット１０、および画像形成ユニット１０から排出ユニット５
０への用紙搬送路が形成される。
　尚、画像形成ユニット１０の前面１０ａは、画像形成装置１の装置外観の一部である前
面部分を形成する。
【００４１】
　尚、画像形成装置１に組み込まれた画像形成ユニット１０を取り出す際には、ラッチボ
タン３４を押し、画像形成ユニット１０のラッチ凹部２５からラッチ構造３３を解除する
。このラッチ構造３３を解除した状態で画像形成ユニット１０を矢印Ｓ方向とは反対方向
に引き抜くことで、画像形成ユニット１０を取り出すことが可能となる。
【００４２】
＜スキャナ付き仕様の組み付け構造＞
　図５は、読み取りユニット６０を備えた、例えば複写機やファクシミリ仕様として用い
られる画像形成装置１の組み付け構造を説明するための図である。図５に示す画像形成装
置１では、図４にて示した画像形成装置１と同様に、電源ユニット３０に、供給ユニット
４０、排出ユニット５０が組み付けられ、この電源ユニット３０と排出ユニット５０の上
部に読み取りユニット６０が組み付けられている。このとき、図４に示した電源ユニット
３０の接続部３５から操作ユニット７０が取り外され、この接続部３５に支持部材６１の
一部が取り付けられる。この支持部材６１は読み取りユニット６０を支える構造物として
の機能に加え、電源ユニット３０からの電力供給と、電源ユニット３０との電気信号の伝
達を可能としている。操作ユニット７０は、読み取りユニット６０の一部に設けられる。
【００４３】
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　画像形成ユニット１０の組み付けについては、図４にて説明したものと同様であるが、
図４のプリンタ仕様に対して更に読み取りユニット６０が組み付けられた状態にて画像形
成ユニット１０の組み付けが可能である。即ち、電源ユニット３０、供給ユニット４０、
排出ユニット５０、および読み取りユニット６０が組み付けられた状態にて、画像形成ユ
ニット１０を画像形成装置１に組み付けることが可能である。そして、この態様において
も、組み付けられた画像形成ユニット１０は、構造体である電源ユニット３０、供給ユニ
ット４０、および排出ユニット５０により、少なくとも３面方向にて接触し、安定状態が
保たれた組み付けが実現されている。
【００４４】
＜画像形成ユニット１０への高電圧電力の供給に関する説明＞
　次に、電源ユニット３０と各構造体との間の電力および電気信号（制御信号）の伝送に
ついて説明する。
　図６は、電源ユニット３０と各構造体との接続を説明する図である。本実施の形態では
、各構造体（画像形成ユニット１０、供給ユニット４０、排出ユニット５０、読み取りユ
ニット６０、操作ユニット７０、増設供給ユニット８０）が組み付けられる場合には、電
源ユニット３０との間で電力および電気信号（制御信号）の伝送経路を形成する接続手段
が相互に結合される。例えば、図６に示したように、電源ユニット３０と画像形成ユニッ
ト１０との間では、電源ユニット３０側のコネクタ３７と画像形成ユニット１０側のコネ
クタ２７とが結合され、電力（図中実線）および制御信号（図中破線）の伝送経路が形成
される。また、電源ユニット３０と供給ユニット４０との間では、電源ユニット３０側の
コネクタ３６と供給ユニット４０側のコネクタ４５とが結合され、電力および制御信号の
伝送経路が形成される。また、電源ユニット３０と排出ユニット５０との間では、電源ユ
ニット３０側のコネクタ３９と排出ユニット５０側のコネクタ５６とが結合され、電力お
よび制御信号の伝送経路が形成される。その他、電源ユニット３０と読み取りユニット６
０との間、電源ユニット３０と操作ユニット７０との間、および電源ユニット３０と増設
供給ユニット８０との間においても、同様である。
【００４５】
　それにより、電源ユニット３０の主制御部３００は、各構造体の動作を制御する。さら
には、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）や読み取りユニット６０から取得した画像データ
に関する画像処理（情報処理）を行う。また、主制御部３００による制御の下で、電源ユ
ニット３０の電力供給部３５０から各構造体に電力が供給される。
　主制御部３００は、図６に示すように、動作制御や情報処理を実行する際の演算処理を
行うＣＰＵ３０１、ＣＰＵ３０１の作業用メモリ等として用いられるＲＡＭ３０２、ＣＰ
Ｕ３０１により実行されるプログラム等にて用いられる設定値やテーブル等のデータが格
納されるＲＯＭ３０３を備えている。
　主制御部３００のＣＰＵ３０１は、電源ユニット３０内に設けられた外部記憶部（不図
示）からオペレーティングシステムやアプリケーションソフト等の各種プログラムをＲＡ
Ｍ３０２に読み込み、電力供給部３５０から各構造体に供給する電力の制御、各構造体の
機能を実現させる処理、または各構造体に対する動作制御や情報処理等を実行する。
【００４６】
　なお、このオペレーティングシステムやアプリケーションソフト等の各種プログラムに
関するその他の提供形態としては、予めＲＯＭ３０３に格納された状態にて提供され、Ｒ
ＡＭ３０２にロードされる形態がある。さらに、ＥＥＰＲＯＭ等の書き換え可能なＲＯＭ
３０３を備えている場合には、主制御部３００のＣＰＵ３０１がセッティングされた後に
、プログラムだけがＲＯＭ３０３にインストールされ、ＲＡＭ３０２にロードされる形態
がある。また、インターネット等のネットワークを介して主制御部３００にプログラムが
伝送され、主制御部３００のＲＯＭ３０３にインストールされて、ＲＡＭ３０２にロード
される形態がある。さらにまた、ＤＶＤ－ＲＯＭやフラッシュメモリ等の外部記録媒体か
らＲＡＭ３０２にロードされる形態がある。
【００４７】
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＜各構造体に供給する電力の制御に関する説明＞
　次に、電源ユニット３０から各構造体に供給する電力の制御について説明する。
　本実施の形態の画像形成装置１では、電源ユニット３０に組み付けられる構造体として
は、画像形成ユニット１０、供給ユニット４０、および排出ユニット５０を除いて、任意
に選択される。また、画像形成ユニット１０、供給ユニット４０、および排出ユニット５
０に関しても、その構成内容が異なる形態のものを選択することができる。それにより、
電源ユニット３０に組み付けられる構造体の数や構造体の構成内容の相違、さらには画像
形成装置１にて実行される画像形成動作の内容により、画像形成装置１にて消費される電
力量は異なるものとなる。
　そこで、電源ユニット３０の主制御部３００は、電源ユニット３０に組み付けられた構
造体の数や構造体の構成内容、および画像形成動作の実行内容に応じて、電力供給部３５
０が有する電力供給能力（例えば、１．５ｋＷ）を超えない範囲を維持しつつ、画像形成
装置１の画像形成能力を最大限に使用するように各構造体の動作を制御する。
【００４８】
　そのために、電源ユニット３０の主制御部３００は、電源ユニット３０に組み付けられ
た各構造体の記憶手段（ＲＯＭ）から各構造体それぞれに関する各種情報を取得する。そ
れにより、主制御部３００は、例えば、各構造体の種類、各構造体の構成内容、各構造体
を動作させるに際しての各構造体に設定する動作条件に関する情報を把握する。
　例えば、主制御部３００は、各構造体（画像形成ユニット１０、供給ユニット４０、排
出ユニット５０、読み取りユニット６０、操作ユニット７０、増設供給ユニット８０）そ
れぞれに割り当てられた識別情報と、「各構造体の種類」、「各構造体の構成内容」、お
よび「各構造体を動作させるに際しての各構造体に設定する動作条件」とが対応付けられ
たテーブルを記憶している。その場合に、各構造体それぞれに割り当てられる識別情報は
、例えば画像形成ユニット１０が４個の画像形成部２０Ｙ,２０Ｍ,２０Ｃ,２０Ｋを有す
るものと、１個の画像形成部２０Ｋを有するものとにそれぞれ別個の識別情報が設定され
ている。それにより、主制御部３００は、各構造体の記憶手段（ＲＯＭ）から取得した各
種情報に含まれる構造体の識別情報とテーブルとに基づいて、電源ユニット３０に組み付
けられた各構造体と、各構造体の種類、各構造体の構成内容、および各構造体を動作させ
るに際しての各構造体に設定する動作条件とを一意に対応付けることができる。
【００４９】
　そして、主制御部３００は、各構造体の種類、各構造体の構成内容、各構造体を動作さ
せるに際しての各構造体に設定する動作条件に関する情報を参照して、画像形成装置１に
おいて設定されたプロセス速度（印刷速度）で各構造体を動作させた場合に消費される電
力量を各構造体毎に算出する。さらに、主制御部３００は、画像形成命令（以下、「印刷
ジョブ」）を受け付けた場合に、印刷ジョブの実行時に動作する各構造体での消費電力量
の合算値を算出する。その結果、消費電力量の合算値が電力供給部３５０が有する電力供
給能力を超える場合には、電力供給部３５０の電力供給能力の範囲内となるように、画像
形成装置１に設定されたプロセス速度を低減する設定変更を行う。または、画像形成ユニ
ット１０に設けられた定着手段の一例としての定着器１６に設定する温度（定着温度）を
低くする設定変更を行う。さらには、その双方を行う。
【００５０】
　ここで、プロセス速度を低減する設定変更を行うか、定着器１６に設定する定着温度を
低くする設定変更を行うか、さらにはその双方を行うかは、使用者が選択するように構成
してもよい。
　すなわち、プロセス速度を低減する設定変更を行い、かつ、定着器１６に設定する定着
温度を低くする設定変更を行わない設定では、画像形成の生産性は低下するが画像品質（
画質）は維持される。そこで、このような設定を「画質優先モード」とする。また、プロ
セス速度を低減する設定変更を行わず、かつ、定着器１６に設定する定着温度を低くする
設定変更を行う設定では、画像形成の生産性は維持されるが画像品質は低下する。そこで
、このような設定を「生産性優先モード」とする。さらに、プロセス速度を低減する設定
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変更を行い、かつ、定着器１６に設定する定着温度を低くする設定変更を行う設定では、
画像形成の生産性は低下し画像品質は低下するが、消費電力量は低減される。そこで、こ
のような設定を「省電力優先モード」とする。そして、画像形成装置１において使用者が
選択可能な動作モードとして、このような「画質優先モード」、「生産性優先モード」、
および「省電力優先モード」の中から例えば操作ユニット７０を介して使用者が選択でき
るように構成する。
【００５１】
　なお、上記の「画像形成命令（印刷ジョブ）」とは、画像データに、例えば印刷部数、
用紙サイズ、両面印刷、Ｎ－ｕｐ（用紙の１ページ内に電子文書のＮページを割り付ける
印刷）、余白の大きさ等の印刷形式を指定する各種属性データが付加されたコマンドやデ
ータからなる１まとまりの集合を意味する。したがって、印刷ジョブの内容によって各構
造体の使用の有無や使用状況が異なるため、実行する印刷ジョブの内容に応じて各構造体
での消費電力量は異なるものとなる。
【００５２】
＜主制御部３００による動作制御処理に関する説明＞
　次の図７および図８は、電源ユニット３０の主制御部３００が電力供給部３５０の電力
供給能力の範囲内となるように実行する各構造体に対する動作制御の内容を示すフローチ
ャートである。
　まず図７に示すように、画像形成装置１のメインスイッチ（不図示）がオンされると（
ステップ１０１）、電源ユニット３０の主制御部３００は、電源ユニット３０に組み付け
られた各構造体の記憶手段（ＲＯＭ）から各構造体それぞれに関する各種情報を取得する
（ステップ１０２）。そして、主制御部３００は、取得した各種情報に含まれる構造体の
識別情報に基づき、画像形成装置１において設定されたプロセス速度で各構造体を動作さ
せた場合における各構造体毎の消費電力量を算出する（ステップ１０３）。すなわち、こ
のステップ１０３では、電源ユニット３０に組み付けられた各構造体の識別情報と、識別
情報に対応付けられた「各構造体の種類」、「各構造体の構成内容」、および「各構造体
を動作させるに際しての各構造体に設定する動作条件」が記憶されたテーブルとに基づい
て、主制御部３００は電源ユニット３０に組み付けられた各構造体の種類、各構造体の構
成内容、および各構造体を動作させるに際しての各構造体に設定する動作条件とを把握す
る。そして、主制御部３００は、各構造体の種類、各構造体の構成内容、各構造体を動作
させるに際しての各構造体に設定する動作条件に関する情報から、画像形成装置１におい
て設定されたプロセス速度で各構造体を動作させた場合に消費される電力量を各構造体毎
に算出する。
【００５３】
　その後、主制御部３００は、印刷ジョブの送信を待機する（ステップ１０４でＮｏ）。
そして、印刷ジョブを取得すると（ステップ１０４でＹｅｓ）、印刷ジョブを実行するた
めに動作する各構造体での消費電力量の合算値を算出する（ステップ１０５）。そして、
各構造体での消費電力量の合算値が電力供給部３５０が有する電力供給能力を超えない場
合には（ステップ１０６でＹｅｓ）、画像形成装置１において設定されたプロセス速度に
より印刷ジョブを実行する（ステップ１０７）。
【００５４】
　一方、各構造体での消費電力量の合算値が電力供給部３５０が有する電力供給能力以上
である場合には（ステップ１０６でＮｏ）、次の図８のフローチャートに移り、主制御部
３００は、印刷ジョブを実行する際の各構造体での消費電力量の合算値と電力供給部３５
０が有する電力供給能力との差分を算出する（ステップ１０８）。
　次に、主制御部３００は、選択されている動作モードを判定する（ステップ１０９）。
そして、動作モードとして、画像形成の生産性は低下するが画像品質は維持される「画質
優先モード」が選択されている場合には（ステップ１０９でＹｅｓ）、ステップ１０８に
て算出された各構造体での消費電力量の合算値と電力供給部３５０での電力供給能力との
差分に応じて、プロセス速度の低減量を算出する（ステップ１１０）。ここで、主制御部
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３００は、プロセス速度と各構造体での消費電力量とを対応付けたテーブルを記憶してい
る。そして、主制御部３００は、このテーブルから印刷ジョブを実行するために動作する
各構造体についてのプロセス速度毎の消費電力量を参照して、ステップ１１０におけるプ
ロセス速度の低減量を算出する。
　そして、主制御部３００は、算出された低減量だけ低減したプロセス速度を画像形成装
置１に新たに設定し（ステップ１１１）、変更（低減）されたプロセス速度により印刷ジ
ョブを実行する（ステップ１１２）。
【００５５】
　次に、動作モードとして、画像形成の生産性は維持されるが画像品質は低下する「生産
性優先モード」が選択されている場合には（ステップ１０９でＮｏ、ステップ１１３でＹ
ｅｓ）、ステップ１０８にて算出された各構造体での消費電力量の合算値と電力供給部３
５０での電力供給能力との差分に応じて、定着器１６に設定する定着温度を算出する（ス
テップ１１４）。ここで、主制御部３００は、定着器１６に設定する定着温度と画像形成
ユニット１０での消費電力量とを対応付けたテーブルを記憶している。そして、主制御部
３００は、このテーブルから定着温度に対応する画像形成ユニット１０の消費電力量を参
照して、ステップ１１４における定着器１６に設定する定着温度を算出する。
　そして、主制御部３００は、算出された定着温度を定着器１６に新たに設定し（ステッ
プ１１５）、変更（低く）された定着温度により印刷ジョブを実行する（ステップ１１６
）。
【００５６】
　次に、動作モードとして、画像形成の生産性は低下し画像品質は低下するが消費電力量
は低減される「省電力優先モード」が選択されている場合には（ステップ１０９でＮｏ、
ステップ１１３でＮｏ）、ステップ１０８にて算出された各構造体での消費電力量の合算
値と電力供給部３５０での電力供給能力との差分に応じて、プロセス速度の低減量と、定
着器１６に設定する定着温度との双方を算出する（ステップ１１７）。ここで、主制御部
３００は、ステップ１１０と同様にプロセス速度の低減量を算出する。また、ステップ１
１４と同様に定着器１６に設定する定着温度を算出する。
　そして、主制御部３００は、算出された低減量だけ低減したプロセス速度を新たに画像
形成装置１に設定する（ステップ１１８）。さらに、算出された定着温度を定着器１６に
新たに設定する（ステップ１１９）。そして、変更されたプロセス速度および定着温度に
より印刷ジョブを実行する（ステップ１２０）。
　このように、「省電力優先モード」が選択されると、ステップ１０８にて算出された各
構造体での消費電力量の合算値と電力供給部３５０での電力供給能力との差分に応じて、
プロセス速度が低減され、定着器１６に設定する定着温度は低く設定される。それにより
、各構造体での消費電力量の合算値が電力供給部３５０での電力供給能力の範囲内に設定
されるとともに、画像形成装置１の消費電力量はさらに低減される。
【００５７】
　ところで、本実施の形態では、主制御部３００は、主制御部３００内のメモリ（記憶手
段）にプロセス速度と各構造体での消費電力量とを対応付けたテーブルを記憶しているよ
うに構成した。この場合に、電源ユニット３０に各構造体が組み付けられた際に、各構造
体の記憶手段（ＲＯＭ）から各構造体それぞれに関する各種情報の一つとしてこのテーブ
ル（プロセス速度と各構造体での消費電力量との関係に関する情報）を取得するように構
成してもよい。また、定着器１６に設定する定着温度と画像形成ユニット１０での消費電
力量とを対応付けたテーブルに関しても、電源ユニット３０に画像形成ユニット１０が組
み付けられた際に、画像形成ユニット１０の記憶手段（ＲＯＭ）から画像形成ユニット１
０に関する各種情報の一つとしてこのテーブル（定着温度と画像形成ユニット１０での消
費電力量との関係に関する情報）を取得するように構成してもよい。このように構成する
ことで、電源ユニット３０の主制御部３００が、常にこのようなテーブルを保持する必要
がない。また、各構造体での構成や設定状態の変更に柔軟に対応させて、電力供給部３５
０の電力供給能力の範囲内での各構造体に対する動作制御が行われる。
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【００５８】
　また、定着器１６に設定する定着温度を変更する場合には、画像形成装置１のメインス
イッチ（不図示）がオンされた後の定着器１６を室温から定着温度まで高めるまでの所謂
「ウォームアップ」期間において、定着器１６に供給する電力量の上限を設定して、定着
器１６での消費電力を制限するように構成してもよい。
　さらに、定着器１６に設定する定着温度を変更するに際して、定着器１６に配置された
消費電力の異なる複数のヒータを選択して使用するように構成してもよい。
【００５９】
　また、各構造体での消費電力量の合算値が電力供給部３５０が有する電力供給能力以上
である場合には、予め定められた「画質優先モード」、「生産性優先モード」、および「
省電力優先モード」の何れかが自動的に設定されるように構成してもよい。その場合に、
各構造体での消費電力量の合算値と電力供給部３５０での電力供給能力との差分に応じて
、「画質優先モード」、「生産性優先モード」、および「省電力優先モード」の何れかが
設定されるように構成してもよい。
【００６０】
　以上説明したように、本実施の形態の画像形成装置１では、画像形成装置１の装置外観
の一部を形成する各構造体（画像形成ユニット１０、供給ユニット４０、排出ユニット５
０、読み取りユニット６０、操作ユニット７０、増設供給ユニット８０）が電源ユニット
３０に組み付けられて構成される。そして、電源ユニット３０は、電源ユニット３０に組
み付けられた構造体の数や構造体の構成内容、および画像形成動作の実行内容に応じて各
構造体の動作を制御する。それにより、電力供給部３５０が有する電力供給能力を超えな
い範囲を維持しつつ、画像形成装置１の画像形成能力を最大限に使用する。
【００６１】
　上述の実施の形態は、説明のために例示したものであって、本発明はそれに限定される
ものではなく、特許請求の範囲、明細書及び図面の記載から当業者が認識することができ
る本発明の技術的思想に反しない限り、変更、削除および付加が可能である。
【符号の説明】
【００６２】
１…画像形成装置、１０…画像形成ユニット、３０…電源ユニット、４０…供給ユニット
、５０…排出ユニット、６０…読み取りユニット、７０…操作ユニット、８０…増設供給
ユニット、３００…主制御部、３５０…電力供給部
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